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ふれあいの心がつまっています。ふれあいの心がつまっています。
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令和４年度 野木町社会福祉協議会事業計画
■ 法人運営事業

◆理事会・評議員会・監査会・評議員選任・
　解任委員会の実施
◆会員増強の強化
◆福祉サービスの運営適正
◆事務局活動
◆財政基盤の強化

■ 地域福祉活動事業
◆第２期地域福祉計画・地域福祉活動計画の進捗管理
・地域福祉計画・地域福祉活動計画推進委員会の開催

◆災害ボランティアセンター設置・運営に係る整備の実施
・災害ボランティアセンター運営に係る資機材の整備
・野木町災害ボランティアセンター設置・運営マニュアルの検証
・野木町社協職員災害対応マニュアル（ハンドブック）の検証
・災害ボランティア活動ガイドブックの検証
・事業継続計画（災害時版及び感染症版）の検証
・災害ボランティアセンター運営に関する研修会の参加

◆社会福祉等のボランティア活動支援
・野木町社会福祉ボランティア連絡協議会の支援と助成
・手話、朗読、点訳講座の開催
・傾聴ボランティア養成講座の開催
・福祉教育推進連絡会議の開催
・地域福祉新聞（小中学生版）の発刊
・学校における福祉教育への支援活動
・ボランティアチャレンジスクールの開催

◆在宅福祉活動
・福祉器材の貸出

◆緊急食料等給付事業
◆一時お預かりサービス事業
◆福祉団体活動支援・協力

■ 福祉サービス利用援助事業
・福祉サービスの利用援助
・日常的金銭管理サービス
・書類等預かりサービス

■ 法人後見事業
・法人後見ケース検討会議の開催
・法人後見運営委員会の開催
・法人後見業務

■ 共同募金配分金事業
◆広報・啓発活動
・社協情報誌『ぽけっと』発刊
・地域福祉新聞発刊
・ホームページ
・社協福祉サービスガイドブックの活用
・SNS等を活用した情報発信

◆高齢者の社会参加
◆世代間交流事業
◆児童・生徒の福祉教育活動支援助成
◆地域ふくし・思いやりプロジェクト

■ 社会福祉基金事業
■ 資金貸付事業

・生活一時資金
・医療・介護一時資金
・家屋修理一時資金
・奨学一時資金
・その他の一時資金

■ 生活福祉資金貸付事業
◆資金貸付相談
・総合支援資金
・福祉資金
・緊急小口資金
・教育支援資金
・臨時特例つなぎ資金

■ 地域福祉ネットワーク事業
◆ふれあい福祉総合相談
・心配ごと相談
・法律(弁護士)相談
・ボランティア相談
・生活資金・地域福祉権利擁護相談
・介護相談

■ 外出支援サービス事業
■ 配食サービス事業
■ 居宅介護支援事業

・介護サービスに関する相談
・ケアプラン（介護サービス計画）の作成
・介護保険の申請、代行、更新、変更の手続き
・住宅改修の相談、手続き
・福祉用具貸与、購入の相談、手続き

■ 指定管理事業
◆野木町老人福祉センターの管理運営
◆講座等の開催
・生きがい講座

■ 地域包括支援センター事業
◆地域包括支援センターの運営
・総合相談支援業務
・権利擁護業務
・包括的・継続的ケアマネジメント支援
・指定介護予防支援事業所の運営
・安全・安心見守りネットワーク事業支援
・認知症施策の支援
・地域共生社会・生活支援体制整備事業

■ 生活支援体制整備事業
◆生活支援コーディネーターの設置
◆協議体の設置

■ デマンド交通運営事業
■ 日本赤十字社活動と共同募金活動

◆日本赤十字社栃木県支部野木町分区事務局
・日赤会員増強運動の実施
・被災世帯への救援物資の援助(毛布・布団・日用品等)
・災害等による被災地への義援金等の受付
・日赤県支部事業(救急法講習会等)の実施及び受付事務
・被災地救援活動の実施・援助

◆栃木県共同募金会野木町支会事務局
・赤い羽根共同募金運動の実施
・災害等による被災地への義援金等の受付

■ その他の支援活動（リサイクル関連）
・不要入れ歯等貴金属リサイクルの国際協力支援
・ペットボトルキャップの国際協力支援(ワクチン還元)
・使用済み切手収集

合　　計

○収入( 科目別) ( 単位： 千円)

科　 　 　 目 本年度予算額

会費収入

寄付金収入

経常経費補助金収入

受託金収入

貸付事業収入

事業収入

負担金収入

介護保険事業収入

受取利息配当金収入

その他の収入

事業区分間繰入金収入

前期末支払資金残高

3,330

680

36,066

28,593

508

809

480

16,438

9

4

7,500

10,472

104,889

○支出( 事業別) ( 単位： 千円)

科　 　 　 目 本年度予算額

( 単位： 千円)

収　 　 　 入 178,479

( 単位： 千円)

支　 　 　 出 178,479

法人運営事業

地域福祉活動事業

福祉サービス利用援助事業

法人後見事業

共同募金配分金事業

社会福祉基金事業

資金貸付事業

生活福祉資金貸付事業

地域福祉ネットワーク事業

外出支援サービス事業

配食サービス事業

居宅介護支援事業

老人福祉センター管理運営事業

内部取引消去額

43,712

2,499

1,354

1,089

1,731

604

1,012

330

8,906

300

1,863

26,054

16,565

▲ 1,130

104,889合　　計

○収入( 科目別) ( 単位： 千円)

科　 　 　 目 本年度予算額

受託金収入

事業収入

介護保険事業収入

受取利息配当金収入

その他の収入

前期末支払資金残高

62,081

1,920

14,500

2

1

2,586

81,090合　　計

合　　計

○支出( 事業別) ( 単位： 千円)

科　 　 　 目 本年度予算額

包括的支援事業

予防給付事業

生活支援体制整備事業

デマンド交通運営事業

39,051

17,087

4,363

20,589

81,090

(事業区分間内部取引額7,500)(事業区分間内部取引額7,500)

社　 会　 福　 事　 業　 区　 分

法　 人　 全　 体

公　 益　 事　 業　 区　 分

3

令和４年度 野木町社会福祉協議会予算
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　生活支援体制整備事業では、高齢者をはじめとするすべての人が地域とのつながりや生き
がいを持ちながら暮らしていけるよう、さまざまな活動の支援をしていきます。
　この『みつけた！地域のつながり』コーナーでは、地域等における個人や団体等の実際の活
動事例をシリーズでご紹介し、地域にある支え合い活動の輪を広げていきたいと思います。

　3月24日、今日は小学校の終業式。午前11時30分、新橋小学
校児童の下校時に、卯ノ木クラブの「子ども見守り隊員」は今
日も児童の帰りを待っています。
　「子ども見守り隊」は、平成17年12月に起きた日光市（旧今
市市）大沢小学校1年生の吉田有希ちゃん誘拐事件がきっか
けとなり、小学校からの依頼で平成24年に始まりました。学

校が休みの日以外は、ほぼ毎日８か所に分かれて児童の安全を見守っ
ています。
　卯ノ木クラブ会長の秋澤さんは「見守り隊も発足して10年、多少の
人数の増減はあるものの継続できている。高齢化が進む会員の健康
も心配だが、新しい会員を募集しながら、できるだけ継続していきた
い。一番辛いのが厳寒の時の雨、風かな？そんな時は、子どもたちの
明るい笑顔とあいさつに救われているんです。見守り活動への協力
は、児童の安全が守られるばかりでなく、地域の安全にも繋がると信
じ、今後も活動を継続していきたい。」と話されていました。

高齢者等
ふれあい
サロン活動

交流活動
（地域・子ども・
 障がい者高齢者等）

ちょっとした
お手伝い活動

老人クラブ活動

災害時支援活動

社会奉仕活動
（環境整備・交通安全等）

！みつけた
地域の
　つながり 

❶

！みつけた
地域の
　つながり 

❶

わたしたちの地域
にはこんな活動

があります。

他にも多くの活動が行われています。

えんじゅクラブ通信
『子ども見守り隊』

～子どもの安全を見守り、
      子どもの笑顔が元気の秘訣～（卯ノ木クラブ）

↑（子ども見守り隊の活動の様子）

↑（子ども見守り隊の皆さん）
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　3月16日、コロナ禍などでお困りになっている方々の支援に役立てて欲しいと、野木町認定農業者協議会様よ
り玄米540kgをご寄贈いただきました。
　お米は、4月16日に開催された「地域ふくし・思いやりプロジェクト」にて配食させていただいたほか、カレー
ライス弁当として来場された皆様に配食させていただきました。
　このたびは、誠にありがとうございました。

地域ふくし・思いやりプロジェクトについては、次号に掲載いたします。

・野木町認定農業者協議会 ·········　玄米540kg
・野木町童謡愛好会  ·····················　19,565円

3月

・渡邉会計事務所 ··························　50,000円
・匿名  ···········································　50,000円

4月

・卯ノ木クラブ ······························　29,919円

2月

善意の寄付善意の寄付

ありがとう
ございました!！
ありがとう
ございました!！

（敬称略）

地域地域

ふくしふくし
×× 野木町認定農業者協議会様から野木町認定農業者協議会様から野木町認定農業者協議会様から野木町認定農業者協議会様から

お米の寄贈を受けましたお米の寄贈を受けましたお米の寄贈を受けましたお米の寄贈を受けました

地域ふくし・思いやりプロジェクト

令和4年度
ボランティア活動保険

　令和4年度のボランティア活動保険の加入受付を開始していま
す。今年から新しく「特定感染症重点プラン」が加わりました。年
度途中から加入される方におすすめのプランとなっております。

※4月1日付けで前年度から継続して加入する場合は初日から補償されます。

基本
プラン

天災
プラン

特定感染症
重点プラン

特定感染症 補償開始から10日以
内は補償対象外（※）

入院中
の手術

外来の
手術

× ○ ○

350円 500円 550円

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

年間保険料

1,040万円

1,040万円
（限度額）

6,500円

65,000円

32,500円

4,000円

5億円
（限度額）

加入プラン

手術
保険金

死亡保険金

初日から
補償

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

地震・噴火・津波
による死傷

賠
償
責
任
補
償

ケ
ガ
の
補
償
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5月は赤十字運動月間です！
～皆様のご協力をお願いいたします～

◆赤十字運動月間とは？

令和４年度ホープ館（野木町老人福祉センター）

講座受講者募集
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　「世界赤十字デー（5/8）」など、赤十字にゆかりの
深い 5 月を「赤十字運動月間」としています。赤十字
の人道的な活動に賛同し、活動資金を拠出していた
だく「会員」の増加を図り、活動基盤の強化を推進し
ています。

　皆様方には例年多大な
るご協力をいただいてい
る と こ ろ で ご ざ い ま す
が、本年もお力添えを賜
りますよう何とぞよろし
くお願い申し上げます。

●受講対象者　野木町在住60歳以上の方　　●受講料　無料（材料費等は各自負担）
●申 込 先 ホープ館（町老人福祉センター）窓口にてご本人による申し込み
　　　　　　   （代理人の申し込み、電話での申し込みは受付できません。）
●受付期間　令和4年5月9日（月）～5月13日（金）まで
●受付時間　午前8時30分～午後5時15分
●オリエンテーション　令和4年6月1日（水）午前10時～　後日改めて通知いたします。

※新型コロナウィルス感染症の状況によっては講座の内容に変更が生じる場合があります。ご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。

全ての講座について、男性の方も、女性の方も、大歓迎で
す！受講を希望される方は、下記によりお申込みください。

町内在住の60歳以上の方を対象とし、健康維持・増進と文化教養
の向上を図ることを目的に明るく楽しく、生きがいのある毎日を
過ごせるよう、次の事業を行います。

講師/馬場純子先生・毎月第2・第4週　月曜日・午前10時～11時30分　定員10名

講師/小澤洋子先生・毎月第1～第4週　火曜日・午後2時～3時30分　定員10名

講師/㈱BLINK・毎月第1～第4週　水曜日・午前10時～正午　定員5名

講師/石井幸子先生・毎月1回第4週　水曜日・午後2時～3時30分　定員10名
 (フラワーアレンジメント講座のみ期間は6月～12月)
※各講座ともに初心者並びに前年度受講されていない方を優先とさせていただきます。

やさしいヨガ講座　体の老化・健康維持に

初心者向け養生気功講座　心と体の調子を整えよう！

初心者向けパソコン講座　基礎からコツコツ学ぼう！

フラワーアレンジメント講座　お花から心の癒しや安らぎ効果を得よう！

野木町の赤十字担当窓口
野木町社会福祉協議会（野木町友沼5840-7）

℡0280-57-3100

受講
申込方法

生きがい

講座
令和４年

６月～
　11月

苦情解決委員会

第三者委員に

ついて

　この度、野木町社会福祉協議会
苦情解決委員会第三者委員として
次の方々が選任されました。

・五月女　光子
・橋本　紀三
・小関　良枝

第三者委員
（敬称略・順不同）

任　期　  令和 4 年 4 月 1 日
　　　　～令和 6 年 3 月 31 日

　「おれんじカフェ」とは認知症の方やその介護をしている方、認知症に関心がある方など、
誰でも気軽に利用できる憩いの場です。
　認知症に関すること、日頃の悩みや思いなどをみんなで共有してみませんか？

＊開催月により申し込み開始日が異なりますので、町の広報をご確認の上
　問い合わせ先へお電話、または町保健センター窓口までお申し込みください。　
＊感染症予防のため会場内での飲食はお控えください。
  （飲み物の提供は行いません。）
＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため、状況により中止する場合があります。

野木町役場　健康福祉課　高齢対策係  ℡　57－4173

 野木町総合サポートセンター　ひまわり館

先着15名（※要事前申し込み）

日　時

定　員

会　場

問合せ先

新緑の季節、外に出て
ウォーキングはいかがですか？

　日光を浴びると、脳内では『セロトニン』が分泌されます。
『セロトニン』は、『幸せホルモン』などと呼ばれ、脳を活性化
しやる気や幸福感を高めます。ウォーキング中に日光を15～
30分ほど浴びることを意識しましょう。
　また、腸は『第2の脳』とも言われ、消化管に体内のセロトニ
ンの90％が存在。腸内環境を整えることで自然とセロトニン
を増やすことができます。
参考資料：医療法人社団　平成医会　「セロトニンの増加が心身に及ぼす効果」

5月17日（火）：詐欺・悪徳商法の予防策など
　　　　　　 午後2時～3時
6月15日（水）：熱中症について
　　　　　　 午後2時～3時

『幸せホルモン』で脳活性化＆やる気アップ♪『幸せホルモン』で脳活性化＆やる気アップ♪
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ふれあ のお知らせ
野木町社会福祉協議会では、日頃から抱えているいろいろな悩みや問題について、相談に応じられるように「ふれあい福祉総合相談」を開設しています。

●いずれの相談も無料です。秘密は厳守いたします。

毎月第１水曜日
午前10時～正午

日頃の悩みなど
日常生活について

民生児童委員
保護司
人権擁護委員

野木町社会福祉協議会
（野木町老人福祉センター内）
☎

野木町地域包括支援センター
【本センター】
☎

【サブセンター】
☎

弁護士

社協職員

社協職員

地域包括支援
センター職員

ボランティア保険の加入や
社会福祉支援活動に
関する相談のある方

生活資金や日常金銭管理に
心配のある方

介護に関する相談のある方

財産・扶養・土地・金銭貸借・
賠償・離婚などの問題に
関する相談
（原則として、
年度内に1人2回とします。）

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分

毎月第3木曜日
午前10時～正午
（要予約・問い合わせ先まで
ご連絡ください。）

法律(弁護士)相談

ボランティア相談

心配ごと相談

介護相談

生活資金・
地域福祉権利擁護相談

日時 内容 相談員相談種別 問い合わせ先

　同じ時間帯に予約された方が複数いる場
合は、道順に回り、それぞれの目的地まで運
行します。
　お迎えの時間は遅れることがあることをご
理解のうえ、到着時間に余裕をもってご利用
ください。
　皆様のご理解・ご協力をお願いします。

キラ輪号は
　　　乗り合いのタクシーです

町都市整備課 ☎ ５７-４１６１
町社会福祉協議会 ☎ ５７-３１００
町総合サポートセンター ☎ ３３-６８７８

　『キラ輪号』は、「通院」、「買い物」、「公共施設」、「駅」あるいは「お友達の家」等に
行くのに利用されています。

デマンドタクシー「キラ輪号」からのお知らせ
りん

　予約時など電話連絡が難しいと感じる方が携帯し、キ
ラ輪号へ電話する際に周囲の人にお願いするためのカー
ドです。
　希望者は下記までお問合せください。
※使用時はご自身で携帯電話、筆記用具、メモ帳など連絡
　に関する準備をお願いします。

耳が聞こえづらい方など
「キラ輪号連絡ヘルプカード」が利用できます

　今までは保護者同伴としていた小学生も
保護者からの予約で単独乗車できます。
※利用には事前の登録が必要です。

【利用条件】
1.必ず保護者から利用予約をすること
2.保護者の責任において利用すること

小学生の単独乗車が
　　　出来るようになりました

 問 い 合 わ せ 先

社会福祉法人
野木町社会福祉協議会

〒329-0101
栃木県下都賀郡野木町大字友沼5840-7（ホープ館）
TEL.（0280）57‒3100　FAX.（0280）57‒3101
●企画・編集／野木町社会福祉協議会
令和４年４月21日発行
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